
　　　

別 紙 ２

県民アンケート集計結果の分析（実数）

Ⅵ　①　職員数の抑制

番号 項目 回答数

全体 男性 女性 地域別 年齢別 職業別 県民一般 県政

南加賀 石川中央 七尾羽咋 奥能登 ３０歳代 ５０歳代 自営業 会社員・ 公務員・ モニター

団体職員 教員

1 期限、目標率を定め計画期間内に減らすべき 308 159 149 50 201 37 20 34 112 42 118 17 293 19

2 事業の選択・重点化により、県民サービスを低下させない範囲で減らす 532 231 297 98 330 65 38 85 160 72 174 52 485 47

3 今のままでよいが、増やしてはいけない 47 23 24 7 30 7 3 5 14 7 13 5 43 4

4 県民サービス向上のためなら、増やしてもよい 130 53 76 19 79 15 17 32 21 17 26 32 120 10

5 その他 26 21 5 5 19 1 1 9 4 2 11 5 24 2

無回答 16 10 5 1 10 1 3 2 5 3 4 1 9 3

計 1,059 497 556 180 669 126 82 167 316 143 346 112 974 85

Ⅵ　②　組織・機構の見直し

番号 項目 回答数

全体 男性 女性 地域別 年齢別 職業別 県民一般 県政

南加賀 石川中央 七尾羽咋 奥能登 ３０歳代 ５０歳代 自営業 会社員・ 公務員・ モニター

団体職員 教員

1 統廃合などにより、簡素化すべき 260 146 114 33 178 32 16 29 96 30 108 13 246 14

2 簡素化だけでなく、県民の利便性や業務効率の観点から見直すべき 689 296 389 136 416 84 53 122 205 92 217 84 632 61

3 現状のままでよい 28 12 16 3 21 3 1 6 3 8 3 2 25 3

4 きめ細かい行政のため、組織・機構の数が増えてもやむを得ない 55 27 27 5 35 6 9 7 7 9 10 10 51 4

5 その他 8 5 3 2 5 1 2 4 2 8

無回答 19 11 7 1 14 3 1 5 4 4 1 12 3

計 1,059 497 556 180 669 126 82 167 316 143 346 112 974 85

Ⅵ　②－２　どのような組織・機構の見直し

番号 項目 回答数

全体 男性 女性 地域別 年齢別 職業別 県民一般 県政

南加賀 石川中央 七尾羽咋 奥能登 ３０歳代 ５０歳代 自営業 会社員・ 公務員・ モニター

団体職員 教員

1 本庁組織の簡素化 181 75 106 28 125 21 7 29 59 25 59 13 175 10

2 本庁を、サービスの目的を主眼に、縦割りの弊害をなくす 370 171 198 72 234 41 23 69 99 43 123 43 340 30

3 出先機関の簡素化 52 24 28 7 37 5 3 8 15 8 18 4 48 4

4 市町村合併も踏まえた出先機関の配置の再編 258 129 127 48 139 42 28 27 97 36 99 22 231 27

5 試験研究機関の簡素化 7 4 3 2 3 2 1 3 2 2 7

6 試験研究機関の研究内容による再編 58 22 35 7 36 9 6 8 20 6 12 9 56 2

7 その他 18 14 4 2 16 8 5 3 9 4 16 2

無回答 5 3 2 3 4 1 3 1 3 5

計 949 442 503 169 594 118 69 151 301 122 325 97 878 75
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Ⅵ　③　財政の健全化について

番号 項目 回答数

全体 男性 女性 地域別 年齢別 職業別 県民一般 県政

南加賀 石川中央 七尾羽咋 奥能登 ３０歳代 ５０歳代 自営業 会社員・ 公務員・ モニター

団体職員 教員

1 戦略的な計画による施策や事業の重点化 321 175 145 55 199 44 23 53 99 38 111 43 301 23

2 公共事業など土木・建設事業の縮小 297 118 178 49 188 38 22 42 87 49 82 31 278 23

3 外部委託などにより県の内部事務を見直すべき 368 163 203 55 246 42 25 58 113 46 124 34 348 21

4 事務事業・補助金を見直すべき 172 67 105 30 102 28 11 31 54 17 51 17 160 12

5 県債残高の抑制 141 70 70 25 92 13 11 26 48 17 45 16 130 11

6 公社等外郭団体を見直すべき 292 146 145 46 188 32 26 38 89 50 105 20 260 32

7 税の滞納整理、自主課税の検討 125 54 70 31 76 10 8 22 37 16 42 18 116 9

8 入札制度、サービス調達の仕組みの見直し 172 80 90 36 104 21 11 32 39 21 58 19 157 15

9 県民サービス向上のためなら予算が増えることはやむを得ない 76 34 41 11 44 10 11 15 17 12 19 11 66 10

10 その他 24 14 10 5 16 3 3 4 2 8 4 23 1

無回答 130 73 55 17 83 11 16 14 45 18 47 11 109 13

計 2,118 994 1,112 360 1,338 252 164 334 632 286 692 224 1,948 170

Ⅶ　Ⅵ以外の項目で行財政改革として取り組むべき項目

番号 項目 回答数

全体 男性 女性 地域別 年齢別 職業別 県民一般 県政

南加賀 石川中央 七尾羽咋 奥能登 ３０歳代 ５０歳代 自営業 会社員・ 公務員・ モニター

団体職員 教員

1 コストや成果重視など民間経営手法を活用した行財政運営 642 326 315 108 422 69 42 96 207 83 229 66 593 53

2 ＩＴを活用した行政の情報化の推進 209 98 111 48 121 21 19 29 62 20 66 31 204 11

3 県民ニーズを定期的に聞く仕組みづくり 257 115 142 44 161 34 17 50 66 30 83 29 237 21

4 県民が直接、県政に参加する仕組みづくり 228 95 133 40 149 25 14 43 51 36 62 24 212 16

5 行政手続きの簡素化・窓口での利便性の向上 525 215 305 95 325 57 48 84 166 65 174 56 496 30

6 県職員の意識改革と能力の向上 620 277 340 106 388 86 39 101 197 80 222 52 568 52

7 県政情報の積極的な公開 258 124 131 40 169 29 20 37 76 46 67 24 233 25

8 市町村への権限移譲 191 112 78 25 120 25 21 25 55 33 60 27 175 16

9 その他 24 21 3 5 15 3 1 5 4 3 9 3 21 3

無回答 223 108 110 29 137 29 25 31 64 33 66 24 183 28

計 3,177 1,491 1,668 540 2,007 378 246 501 948 429 1,038 336 2,922 255

Ⅷ　公社等外郭団体のあり方について

番号 項目 回答数

全体 男性 女性 地域別 年齢別 職業別 県民一般 県政

南加賀 石川中央 七尾羽咋 奥能登 ３０歳代 ５０歳代 自営業 会社員・ 公務員・ モニター

団体職員 教員

1 存在意義が希薄化した団体は廃止・統合すべき 668 323 343 121 421 75 50 99 220 87 232 61 620 52

2 民間と競合していないか見直すべき 87 36 51 15 56 10 6 21 20 13 25 11 82 5

3 ＮＰＯや民間企業に委ねた方が良いものがないか見直すべき 167 78 87 26 106 20 15 24 49 24 48 24 150 17

4 県が直接サービスを行うことが良いものがないか見直すべき 80 32 47 12 47 15 6 17 13 9 26 12 75 5

5 県とは別の独立した団体であり、見直す必要はない 13 6 7 1 9 1 2 1 4 1 5 2 12 1

6 その他 9 5 4 1 5 3 2 1 4 1 9

無回答 35 17 17 4 25 2 3 3 9 9 6 1 26 5

計 1,059 497 556 180 669 126 82 167 316 143 346 112 974 85
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Ⅸ　行財政改革の推進による県民生活への影響

番号 項目 回答数

全体 男性 女性 地域別 年齢別 職業別 県民一般 県政

南加賀 石川中央 七尾羽咋 奥能登 ３０歳代 ５０歳代 自営業 会社員・ 公務員・ モニター

団体職員 教員

1 県民サービスが低下しても行財政改革を進めるべき 148 89 59 22 92 18 16 16 49 25 53 14 130 18

2 行政経費の節減効果が期待できるものは、進めるべき 693 324 367 126 432 82 53 94 218 92 226 67 643 54

3 県民サービスが低下するくらいなら、行わない方がよい 121 41 78 20 74 16 11 32 23 15 35 18 113 8

4 その他 81 39 41 11 60 7 2 22 23 9 28 11 76 5

無回答 16 4 11 1 11 3 3 3 2 4 2 12

計 1,059 497 556 180 669 126 82 167 316 143 346 112 974 85
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県民アンケート集計結果の分析（回答毎の比率）

※　四捨五入の関係で、回答比率の合計が100.0％になるとは限らない。

Ⅵ　①　職員数の抑制

番号 項目 回答比率（％）

全体 男性 女性 地域別 年齢別 職業別 県民一般 県政

南加賀 石川中央 七尾羽咋 奥能登 ３０歳代 ５０歳代 自営業 会社員・ 公務員・ モニター

団体職員 教員

1 期限、目標率を定め計画期間内に減らすべき 29.1 32.0 26.8 27.8 30.0 29.4 24.4 20.4 35.4 29.4 34.1 15.2 30.1 22.4

2 事業の選択・重点化により、県民サービスを低下させない範囲で減らす 50.2 46.5 53.4 54.4 49.3 51.6 46.3 50.9 50.6 50.3 50.3 46.4 49.8 55.3

3 今のままでよいが、増やしてはいけない 4.4 4.6 4.3 3.9 4.5 5.6 3.7 3.0 4.4 4.9 3.8 4.5 4.4 4.7

4 県民サービス向上のためなら、増やしてもよい 12.3 10.7 13.7 10.6 11.8 11.9 20.7 19.2 6.6 11.9 7.5 28.6 12.3 11.8

5 その他 2.5 4.2 0.9 2.8 2.8 0.8 1.2 5.4 1.3 1.4 3.2 4.5 2.5 2.4

無回答 1.5 2.0 0.9 0.6 1.5 0.8 3.7 1.2 1.6 2.1 1.2 0.9 0.9 3.5

計 100.0 100.0 100.0 100.1 99.9 100.1 100.0 100.1 99.9 100.0 100.1 100.1 100.0 100.1

Ⅵ　②　組織・機構の見直し

番号 項目 回答比率（％）

全体 男性 女性 地域別 年齢別 職業別 県民一般 県政

南加賀 石川中央 七尾羽咋 奥能登 ３０歳代 ５０歳代 自営業 会社員・ 公務員・ モニター

団体職員 教員

1 統廃合などにより、簡素化すべき 24.6 29.4 20.5 18.3 26.6 25.4 19.5 17.4 30.4 21.0 31.2 11.6 25.3 16.5

2 簡素化だけでなく、県民の利便性や業務効率の観点から見直すべき 65.1 59.6 70.0 75.6 62.2 66.7 64.6 73.1 64.9 64.3 62.7 75.0 64.9 71.8

3 現状のままでよい 2.6 2.4 2.9 1.7 3.1 2.4 1.2 3.6 0.9 5.6 0.9 1.8 2.6 3.5

4 きめ細かい行政のため、組織・機構の数が増えてもやむを得ない 5.2 5.4 4.9 2.8 5.2 4.8 11.0 4.2 2.2 6.3 2.9 8.9 5.2 4.7

5 その他 0.8 1.0 0.5 1.1 0.7 0.8 0.0 1.2 0.0 0.0 1.2 1.8 0.8 0.0

無回答 1.8 2.2 1.3 0.6 2.1 0.0 3.7 0.6 1.6 2.8 1.2 0.9 1.2 3.5

計 100.1 100.0 100.1 100.1 99.9 100.1 100.0 100.1 100.0 100.0 100.1 100.0 100.0 100.0

Ⅵ　②－２　どのような組織・機構の見直し

番号 項目 回答比率（％）

全体 男性 女性 地域別 年齢別 職業別 県民一般 県政

南加賀 石川中央 七尾羽咋 奥能登 ３０歳代 ５０歳代 自営業 会社員・ 公務員・ モニター

団体職員 教員

1 本庁組織の簡素化 19.1 17.0 21.1 16.6 21.0 17.8 10.1 19.2 19.6 20.5 18.2 13.4 19.9 13.3

2 本庁を、サービスの目的を主眼に、縦割りの弊害をなくす 39.0 38.7 39.4 42.6 39.4 34.7 33.3 45.7 32.9 35.2 37.8 44.3 38.7 40.0

3 出先機関の簡素化 5.5 5.4 5.6 4.1 6.2 4.2 4.3 5.3 5.0 6.6 5.5 4.1 5.5 5.3

4 市町村合併も踏まえた出先機関の配置の再編 27.2 29.2 25.2 28.4 23.4 35.6 40.6 17.9 32.2 29.5 30.5 22.7 26.3 36.0

5 試験研究機関の簡素化 0.7 0.9 0.6 1.2 0.5 0.0 2.9 0.7 1.0 0.0 0.6 2.1 0.8 0.0

6 試験研究機関の研究内容による再編 6.1 5.0 7.0 4.1 6.1 7.6 8.7 5.3 6.6 4.9 3.7 9.3 6.4 2.7

7 その他 1.9 3.2 0.8 1.2 2.7 0.0 0.0 5.3 1.7 2.5 2.8 4.1 1.8 2.7

無回答 0.5 0.7 0.4 1.8 0.7 0.0 0.0 0.7 1.0 0.8 0.9 0.0 0.6 0.0

計 100.0 100.1 100.1 100.0 100.0 99.9 99.9 100.1 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

4



　　　

Ⅵ　③　財政の健全化について

番号 項目 回答比率（％）

全体 男性 女性 地域別 年齢別 職業別 県民一般 県政

南加賀 石川中央 七尾羽咋 奥能登 ３０歳代 ５０歳代 自営業 会社員・ 公務員・ モニター

団体職員 教員

1 戦略的な計画による施策や事業の重点化 15.2 17.6 13.0 15.3 14.9 17.5 14.0 15.9 15.7 13.3 16.0 19.2 15.5 13.5

2 公共事業など土木・建設事業の縮小 14.0 11.9 16.0 13.6 14.1 15.1 13.4 12.6 13.8 17.1 11.8 13.8 14.3 13.5

3 外部委託などにより県の内部事務を見直すべき 17.4 16.4 18.3 15.3 18.4 16.7 15.2 17.4 17.9 16.1 17.9 15.2 17.9 12.4

4 事務事業・補助金を見直すべき 8.1 6.7 9.4 8.3 7.6 11.1 6.7 9.3 8.5 5.9 7.4 7.6 8.2 7.1

5 県債残高の抑制 6.7 7.0 6.3 6.9 6.9 5.2 6.7 7.8 7.6 5.9 6.5 7.1 6.7 6.5

6 公社等外郭団体を見直すべき 13.8 14.7 13.0 12.8 14.1 12.7 15.9 11.4 14.1 17.5 15.2 8.9 13.3 18.8

7 税の滞納整理、自主課税の検討 5.9 5.4 6.3 8.6 5.7 4.0 4.9 6.6 5.9 5.6 6.1 8.0 6.0 5.3

8 入札制度、サービス調達の仕組みの見直し 8.1 8.0 8.1 10.0 7.8 8.3 6.7 9.6 6.2 7.3 8.4 8.5 8.1 8.8

9 県民サービス向上のためなら予算が増えることはやむを得ない 3.6 3.4 3.7 3.1 3.3 4.0 6.7 4.5 2.7 4.2 2.7 4.9 3.4 5.9

10 その他 1.1 1.4 0.9 1.4 1.2 1.2 0.0 0.9 0.6 0.7 1.2 1.8 1.2 0.6

無回答 6.1 7.3 4.9 4.7 6.2 4.4 9.8 4.2 7.1 6.3 6.8 4.9 5.6 7.6

計 100.0 99.8 99.9 100.0 100.2 100.2 100.0 100.2 100.1 99.9 100.0 99.9 100.2 100.0

Ⅶ　Ⅵ以外の項目で行財政改革として取り組むべき項目

番号 項目 回答比率（％）

全体 男性 女性 地域別 年齢別 職業別 県民一般 県政

南加賀 石川中央 七尾羽咋 奥能登 ３０歳代 ５０歳代 自営業 会社員・ 公務員・ モニター

団体職員 教員

1 コストや成果重視など民間経営手法を活用した行財政運営 20.2 21.9 18.9 20.0 21.0 18.3 17.1 19.2 21.8 19.3 22.1 19.6 20.3 20.8

2 ＩＴを活用した行政の情報化の推進 6.6 6.6 6.7 8.9 6.0 5.6 7.7 5.8 6.5 4.7 6.4 9.2 7.0 4.3

3 県民ニーズを定期的に聞く仕組みづくり 8.1 7.7 8.5 8.1 8.0 9.0 6.9 10.0 7.0 7.0 8.0 8.6 8.1 8.2

4 県民が直接、県政に参加する仕組みづくり 7.2 6.4 8.0 7.4 7.4 6.6 5.7 8.6 5.4 8.4 6.0 7.1 7.3 6.3

5 行政手続きの簡素化・窓口での利便性の向上 16.5 14.4 18.3 17.6 16.2 15.1 19.5 16.8 17.5 15.2 16.8 16.7 17.0 11.8

6 県職員の意識改革と能力の向上 19.5 18.6 20.4 19.6 19.3 22.8 15.9 20.2 20.8 18.6 21.4 15.5 19.4 20.4

7 県政情報の積極的な公開 8.1 8.3 7.9 7.4 8.4 7.7 8.1 7.4 8.0 10.7 6.5 7.1 8.0 9.8

8 市町村への権限移譲 6.0 7.5 4.7 4.6 6.0 6.6 8.5 5.0 5.8 7.7 5.8 8.0 6.0 6.3

9 その他 0.8 1.4 0.2 0.9 0.7 0.8 0.4 1.0 0.4 0.7 0.9 0.9 0.7 1.2

無回答 7.0 7.2 6.6 5.4 6.8 7.7 10.2 6.2 6.8 7.7 6.4 7.1 6.3 11.0

計 100.0 100.0 100.2 99.9 99.8 100.2 100.0 100.2 100.0 100.0 100.3 99.8 100.1 100.1

Ⅷ　公社等外郭団体のあり方について

番号 項目 回答比率（％）

全体 男性 女性 地域別 年齢別 職業別 県民一般 県政

南加賀 石川中央 七尾羽咋 奥能登 ３０歳代 ５０歳代 自営業 会社員・ 公務員・ モニター

団体職員 教員

1 存在意義が希薄化した団体は廃止・統合すべき 63.1 65.0 61.7 67.2 62.9 59.5 61.0 59.3 69.6 60.8 67.1 54.5 63.7 61.2

2 民間と競合していないか見直すべき 8.2 7.2 9.2 8.3 8.4 7.9 7.3 12.6 6.3 9.1 7.2 9.8 8.4 5.9

3 ＮＰＯや民間企業に委ねた方が良いものがないか見直すべき 15.8 15.7 15.6 14.4 15.8 15.9 18.3 14.4 15.5 16.8 13.9 21.4 15.4 20.0

4 県が直接サービスを行うことが良いものがないか見直すべき 7.6 6.4 8.5 6.7 7.0 11.9 7.3 10.2 4.1 6.3 7.5 10.7 7.7 5.9

5 県とは別の独立した団体であり、見直す必要はない 1.2 1.2 1.3 0.6 1.3 0.8 2.4 0.6 1.3 0.7 1.4 1.8 1.2 1.2

6 その他 0.8 1.0 0.7 0.6 0.7 2.4 0.0 1.2 0.3 0.0 1.2 0.9 0.9 0.0

無回答 3.3 3.4 3.1 2.2 3.7 1.6 3.7 1.8 2.8 6.3 1.7 0.9 2.7 5.9

計 100.0 99.9 100.1 100.0 99.8 100.0 100.0 100.1 99.9 100.0 100.0 100.0 100.0 100.1
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Ⅸ　行財政改革の推進による県民生活への影響

番号 項目 回答比率（％）

全体 男性 女性 地域別 年齢別 職業別 県民一般 県政

南加賀 石川中央 七尾羽咋 奥能登 ３０歳代 ５０歳代 自営業 会社員・ 公務員・ モニター

団体職員 教員

1 県民サービスが低下しても行財政改革を進めるべき 14.0 17.9 10.6 12.2 13.8 14.3 19.5 9.6 15.5 17.5 15.3 12.5 13.3 21.2

2 行政経費の節減効果が期待できるものは、進めるべき 65.4 65.2 66.0 70.0 64.6 65.1 64.6 56.3 69.0 64.3 65.3 59.8 66.0 63.5

3 県民サービスが低下するくらいなら、行わない方がよい 11.4 8.2 14.0 11.1 11.1 12.7 13.4 19.2 7.3 10.5 10.1 16.1 11.6 9.4

4 その他 7.6 7.8 7.4 6.1 9.0 5.6 2.4 13.2 7.3 6.3 8.1 9.8 7.8 5.9

無回答 1.5 0.8 2.0 0.6 1.6 2.4 0.0 1.8 0.9 1.4 1.2 1.8 1.2 0.0

計 99.9 99.9 100.0 100.0 100.1 100.1 99.9 100.1 100.0 100.0 100.0 100.0 99.9 100.0
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